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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨投入口に投入された硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出機構と、
　この繰出機構から繰り出された硬貨を受け入れる硬貨通路と、
　この硬貨通路上に張設され、硬貨通路内の硬貨を１枚ずつ押動搬送する突起部を有する
搬送体と、
　前記繰出機構から１枚ずつ繰り出された硬貨の周縁を押してその硬貨を前記搬送体の前
記突起部に受け渡す押出部、および受け渡す硬貨に対して後続の硬貨を次の受け渡し動作
まで分離して留めておく抑止部を有する受渡手段と、
　この受渡手段を駆動する電気的駆動手段と、
　前記繰出機構により硬貨が繰り出されたことを検知する検知手段と、
　この検知手段により硬貨を検知し、前記電気的駆動手段により前記受渡手段を駆動させ
て前記搬送体の突起部に対して硬貨を１枚ずつ受け渡させる制御部と
　を具備し、
　前記電気的駆動手段で前記受渡手段を駆動することにより、前記受渡手段の前記押出部
で硬貨の周縁を押してその硬貨を前記搬送体の突起部に受け渡す
　ことを特徴とする硬貨繰出装置。
【請求項２】
　前記繰出機構は、
　前記硬貨投入口に投入された硬貨を非整列状態で受収する受収部と、
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　この受収部の底面を構成するとともに、硬貨の繰出側が前記受渡手段および前記硬貨通
路の始端側に続く繰出ベルトと、
　この繰出ベルトの繰出側上方域に位置し、前記繰出ベルトの繰出方向に対して逆方向に
回転して前記繰出ベルト上の非整列状態の硬貨を１層１列状態に整列させて繰り出させる
分離ローラとを備えている
　ことを特徴とする請求項１記載の硬貨繰出装置。
【請求項３】
　前記受渡手段は、鉛直方向の軸で軸支されるとともに前記電気的駆動手段で回転駆動可
能な円形状のカムを有し、このカムの円周上に少なくとも一対の前記押出部と前記抑止部
とが配設されている
　ことを特徴とする請求項１または２記載の硬貨繰出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬貨通路に硬貨を１枚ずつ繰り出す硬貨繰出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、店舗においてはレジにて、金融機関においては窓口等にて、それぞれ顧
客との現金受け渡しを正確かつ迅速に行うべく、ＰＯＳレジスタや電子式金銭登録機、お
よび入出金管理機等の出納機器と電気的に接続され、これらの出納機器から出力される電
気的信号により、自動的に硬貨の入金や出金が可能な硬貨入出金機が開発されている。
【０００３】
　このような硬貨入出金機では、入金する硬貨を受け入れて機体内に１枚ずつ繰り出す硬
貨繰出装置を備えている。この硬貨繰出装置は、硬貨受入口の底部に２つのローラで懸架
された繰出ベルト上に非整列状態に硬貨を受け入れ、繰出ベルトを繰出方向に回転させる
とともに、繰出ベルトの繰出側上方域に硬貨１枚のみが通過し得る間隔をもって対設され
た分離ローラを繰出方向とは逆方向に回転させることにより、非整列状態の硬貨を１層１
列状態に整列させて硬貨通路に繰り出している（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、他の繰出方式の硬貨繰出装置では、繰出部の底面を構成する回転円盤の上面周辺
部にゲート部を設け、回転円盤の回転による遠心力を利用し、硬貨通路に続くゲート部に
硬貨を１枚ずつ侵入させ、回転円盤の周壁の１箇所に設けられた繰出開口部とゲート部が
対向した際に回転円盤から硬貨を１枚ずつ繰り出すようにしたものがある（例えば、特許
文献２参照）。
【０００５】
　さらに、他の繰出方式の硬貨繰出装置では、回転円板が水平方向に対して所定角度で傾
斜して配設されていて、この回転円板の上部に始端側が配置された硬貨通路が傾斜円板と
同一角度で傾斜されており、この硬貨通路の硬貨搬送面に対して平行に回転するプーリに
よって搬送突起を有する搬送ベルトが硬貨通路に沿って張設されている。そして、回転円
板とこの回転円板の表面側に配設されるホッパとの間に硬貨を貯留し、回転円板と搬送ベ
ルトとを同期させて回転させることにより、回転円板の表面から突出する拾上部材によっ
て１枚ずつ拾い上げた硬貨を搬送ベルトの搬送突起に受け渡し、この搬送突起で硬貨の周
縁を押しながら硬貨を搬送している（例えば、特許文献３参照）。
【特許文献１】実用新案登録第２５２０８９１号公報（第２頁、図１－２）
【特許文献２】特開２００２－２９８１８４号公報（第４－５頁、図１－２）
【特許文献３】特許第３３２５６７８号公報（第３－４頁、図１０）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、店舗用硬貨レジ釣銭機や金融機関窓口で使用される硬貨入出金機を取り巻く環境
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として、さらなるコンパクト化を求む要望が高まっている。そのうえ、硬貨通路での搬送
不良で機械が簡単に休止しない高品質の製品が要求されている。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の硬貨繰出装置では、硬貨に混入していた繰出ベルト上のゴ
ミ、異物等も硬貨通路に繰り出してしまう可能性があり、硬貨通路内での搬送不良の一要
因となっている。
【０００８】
　また、特許文献２の硬貨繰出装置でも、回転円盤上のゴミ、異物等も硬貨通路に繰り出
してしまう可能性があり、硬貨通路内での搬送不良の一要因となっている。
【０００９】
　ところが、特許文献３の硬貨繰出装置では、回転円板の拾上部材によって拾い上げた硬
貨を搬送ベルトの搬送突起に受け渡し、この搬送突起で硬貨の周縁を押しながら硬貨を搬
送しているため、ホッパ内のゴミ、異物等が繰り出されることは極めて少ない。しかしな
がら、繰出機構として回転円板が用いられ、しかもその回転円板が傾斜状態に配設されて
いるため、処理する硬貨の大きさに対し、高さ方向および奥行き方向にかなり大きな空間
が必要となり、この大形の硬貨繰出装置をコンパクトな店舗用硬貨レジ釣銭機や金融機関
窓口で使用する硬貨入出金機の硬貨繰出装置として用いるのは困難である。
【００１０】
　本発明は、このような点を鑑みなされたもので、硬貨通路へのゴミ、異物等の混入を防
止して搬送不良を低減できるうえに、コンパクト化を図ることもできる硬貨繰出装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１記載の硬貨繰出装置は、硬貨投入口に投入された硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出
機構と、この繰出機構から繰り出された硬貨を受け入れる硬貨通路と、この硬貨通路上に
張設され、硬貨通路内の硬貨を１枚ずつ押動搬送する突起部を有する搬送体と、前記繰出
機構から１枚ずつ繰り出された硬貨の周縁を押してその硬貨を前記搬送体の前記突起部に
受け渡す押出部、および受け渡す硬貨に対して後続の硬貨を次の受け渡し動作まで分離し
て留めておく抑止部を有する受渡手段と、この受渡手段を駆動する電気的駆動手段と、前
記繰出機構により硬貨が繰り出されたことを検知する検知手段と、この検知手段により硬
貨を検知し、前記電気的駆動手段により前記受渡手段を駆動させて前記搬送体の突起部に
対して硬貨を１枚ずつ受け渡させる制御部とを具備し、前記電気的駆動手段で前記受渡手
段を駆動することにより、前記受渡手段の前記押出部で硬貨の周縁を押してその硬貨を前
記搬送体の突起部に受け渡すものである。
【００１２】
　請求項２記載の硬貨繰出装置は、請求項１記載の硬貨繰出装置において、前記繰出機構
は、前記硬貨投入口に投入された硬貨を非整列状態で受収する受収部と、この受収部の底
面を構成するとともに、硬貨の繰出側が前記受渡手段および前記硬貨通路の始端側に続く
繰出ベルトと、この繰出ベルトの繰出側上方域に位置し、前記繰出ベルトの繰出方向に対
して逆方向に回転して前記繰出ベルト上の非整列状態の硬貨を１層１列状態に整列させて
繰り出させる分離ローラとを備えているものである。
【００１３】
　請求項３記載の硬貨繰出装置は、請求項１または２記載の硬貨繰出装置において、前記
受渡手段は、鉛直方向の軸で軸支されるとともに前記電気的駆動手段で回転駆動可能な円
形状のカムを有し、このカムの円周上に少なくとも一対の前記押出部と前記抑止部とが配
設されているものである。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１記載の硬貨繰出装置によれば、受渡手段の押出部で繰出機構から繰り出された
硬貨の周縁を押してその硬貨を硬貨通路の搬送体の突起部に受け渡し、受渡手段の抑止部
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で繰出機構から繰り出されてくる後続の硬貨を次の受け渡し動作まで分離して留めておく
ため、搬送体の突起部に硬貨を１枚ずつ確実に受け渡すことができる。そのため、硬貨通
路へのゴミ、異物等の混入を防止して搬送不良を低減できるうえに、受渡手段を用いるこ
とで繰出機構や硬貨通路の構造にかかわらず繰出機構から繰り出された硬貨を搬送体の突
起部に１枚ずつ確実に受け渡すことができ、例えば繰出機構や硬貨通路をコンパクトな構
成とし、硬貨繰出装置をコンパクト化することができる。
【００１５】
　請求項２記載の硬貨繰出装置によれば、請求項１記載の硬貨繰出装置の効果に加えて、
繰出機構が繰出ベルトと分離ローラとを用いた構成であるため、回転円板を用いる場合に
比べて、繰出機構をコンパクト化できる。
【００１６】
　請求項３記載の硬貨繰出装置によれば、請求項１または２記載の硬貨繰出装置の効果に
加えて、円周上に少なくとも一対の押出部と抑止部とが配設されている円形状のカムを回
転駆動して硬貨の受け渡しをするため、硬貨の受け渡し動作を円滑かつ確実にできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の硬貨繰出装置の一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１８】
　図７に硬貨入出金機の斜視図を示す。この硬貨入出金機は、例えば、店舗のレジにおい
て、ＰＯＳレジスタと組み合わされて電気的に接続され、自動的に硬貨の入金や出金が可
能な硬貨入出金機である。
【００１９】
　硬貨入出金機の機体11は、前面を開口した枠体12とこの枠体12の前面から引出可能とす
る本体ユニット13とを備えている。機体11の前面に沿った機体幅方向の寸法は、ＰＯＳレ
ジスタに対して略半分程度の幅に形成されており、この硬貨入出金機と例えば同程度の幅
に形成された紙幣入出金機とを組み合わせて使用可能としている。
【００２０】
　機体11の枠体12から突出する本体ユニット13の前部上面には、機体幅方向の一側である
右側に硬貨を投入する硬貨投入口14が形成され、機体幅方向の他側である左側に操作や表
示をするための操作表示部15が配設されている。
【００２１】
　本体ユニット13の前部前面には、右側に、リジェクト硬貨が返却されるリジェクトボッ
クス16が引き出し可能に配設されているとともに、硬貨入出金機の電源スイッチ17や、本
体ユニット13を枠体12に挿入した状態で施錠する錠18が配設され、また、左側には、機内
から出金される硬貨が放出される放出トレイ19が配設されている。この放出トレイ19には
、放出トレイ19に放出された硬貨が満杯となるフル状態を検知するフル検知センサ20が配
設されている。
【００２２】
　次に、図２に硬貨入出金機の内部構造の平面図を示す。機体11の前部に機体前面に沿っ
た機体幅方向に配設された繰出機構21、この繰出機構21に続いて機体幅方向で繰出機構21
の硬貨繰出方向に対して逆向きとなるように配設された識別通路22とこの識別通路22に続
いて機体奥行き方向へ向かって配設された分類通路23とを有する硬貨通路24、この硬貨通
路24内の硬貨を搬送する搬送手段25、繰出機構21から繰り出された硬貨を搬送手段25に１
枚ずつ受け渡す受渡手段26、分類通路23の下方に機体奥行き方向へ向かって並設された金
種別の収納投出部27、およびこれら収納投出部27の左側で機体11の左側面に沿って前後方
向に配設された出金搬送部28を備えている。
【００２３】
　繰出機構21は、図２および図３に示すように、硬貨投入口14の下方にこの硬貨投入口14
に投入された硬貨（図中に符号Ｃで示し、以下省略する）を非整列状態で受収する受収部
31を有し、この受収部31の底面を構成する繰出ベルト32が機体幅方向に沿って配設されて
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いる。
【００２４】
　この繰出ベルト32は、無端状の平ベルトで、水平方向の軸33a，34aで軸支された両端の
ローラ33，34を含む複数のローラによって搬送方向上流側である右側から下流側である左
側に向かうに従って上昇傾斜するように懸架されているとともに、可動支持部材としての
ローラ35によって搬送方向の途中位置に傾斜角度が異なる屈曲部36が形成されるように懸
架されている。繰出ベルト32の上方に臨むベルト上面部分が硬貨を載せて搬送する搬送面
37として構成され、この搬送面37の屈曲部36より搬送方向上流側は上昇傾斜する傾斜面に
形成され、搬送方向下流側は水平面に形成されている。繰出ベルト32上に形成される通路
幅は、処理する硬貨のうちの最大径硬貨よりも大きく最小径硬貨の２枚分より小さい寸法
に形成されている。
【００２５】
　繰出ベルト32の搬送面37を構成するベルト上面部分の下側には、搬送面37を構成するベ
ルト上面部位のうちの屈曲部36を除く部分を下方から支持する繰出ベルトガイド38，39が
配設されている。
【００２６】
　繰出ベルト32の屈曲部36よりも搬送方向上流側で繰出ベルト32の上方域に、硬貨が１枚
のみ通過し得る間隔を形成して分離ローラ40が対設されている。この分離ローラ40は、繰
出ベルト32の硬貨繰出方向に対して逆方向に回転し、繰出ベルト32上の非整列状態の硬貨
を１層１列に整列させて繰り出させる。
【００２７】
　繰出ベルト32の屈曲部36の上方域、および屈曲部36よりも搬送方向下流側の上方域には
、硬貨が１枚のみ通過し得る間隔を形成して規制部材41，42が対設されている。
【００２８】
　繰出ベルト32の屈曲部36より搬送方向下流域で規制部材41，42の下側に、繰出ベルト32
上の硬貨の周縁が当接してその硬貨を識別通路22の始端側へ導くガイド部43が配設されて
いる。ガイド部43の途中には、ガイド部43に周縁が当接する硬貨を後続の硬貨よりも識別
通路22の始端側へ向けて移動させるガイド突部44が形成されている。
【００２９】
　繰出ベルト32の屈曲部36の部分を下方から支持するローラ35は、繰出ベルト32の屈曲部
36を規制部材41で規制されながら搬送される硬貨により押されることで繰出ベルト32を下
方へ退避可能としている。図４に示すように、ローラ35は、上下方向に移動可能に支持さ
れているとともに上方へ向けて付勢手段としての板ばね45で付勢されている。すなわち、
ローラ35は、水平方向の軸46で繰出ベルト32の搬送方向に回転可能で、軸46は板ばね45の
自由端である先端に固定され、板ばね45の基端が繰出ベルトガイド39に固定された固定部
位47に取り付けられており、ローラ35が上方に移動するように板ばね45の弾性が常に作用
し、ローラ35の上方への移動は板ばね45がストッパ48に当接することで規制される。そし
て、板ばね45がストッパ48に当接したローラ35の上昇位置では、繰出ベルト32の屈曲部36
と規制部材41との間隔が処理する硬貨の厚みよりも小さくなるように設定されている。
【００３０】
　また、硬貨通路24は、図２に示すように、水平状態に配設されており、識別通路22およ
び分類通路23にわたって、硬貨の一面が接する水平面で構成される通路面部51、およびこ
の通路面部51の両側で硬貨の周縁をガイドする両側の通路側面部52を有している。両側の
通路側面部52の対向幅である通路幅は、処理する硬貨うちの最大径硬貨よりも大きく最小
径硬貨の２枚分より小さい寸法に形成されている。
【００３１】
　識別通路22は、繰出機構21に接続される始端部から右方向へ折り返す第１の折返し通路
部53、この第１の折返し通路部53に続いて繰出機構21の奥側でこの繰出機構21の繰出ベル
ト32と平行に配設される識別通路部54、この識別通路部54に続いて左方向へ向けて折り返
す第２の折返し通路部55、この第２の折返し通路部55に続いて機体奥行き方向の分類通路
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23へ向けて曲がる曲折通路部56を有している。
【００３２】
　識別通路22の識別通路部54には、硬貨の材質、径などを検知して金種を識別する硬貨識
別部57が配設されている。
【００３３】
　識別通路22の機体11の右側の側面近傍に位置する第２の折返し通路部55には、硬貨識別
部57での識別の結果、リジェクト硬貨と識別されたリジェクト硬貨を分岐するリジェクト
硬貨分岐部としてのリジェクトゲート部58が配設されている。このリジェクトゲート部58
には、通路面部51から第２の折返し通路部55の外周側の通路側面部52の部分にわたって硬
貨を分岐可能とする大きさの分岐孔59が形成され、この分岐孔59に通路面部51から第２の
折返し通路部55の外周側の通路側面部52の一部を兼用するリジェクトゲート60が機体背部
側を支点として開閉可能に配置され、図示しないソレノイドやモータなどの電気的駆動手
段によってリジェクトゲート60が開閉される。リジェクト硬貨分岐部の下方にはリジェク
トボックス16が配置され、リジェクトゲート60の開放によって分岐孔59から分岐されたリ
ジェクト硬貨がリジェクトボックス16に収容される。
【００３４】
　識別通路22の第２の折返し通路部55で、リジェクトゲート部58より搬送方向上流側には
、識別通路22に繰り出されたゴミや異物を落下排除する排除口59aが形成されている。こ
の排除口59aは、最小径硬貨が内側寄せ、外側寄せのどちらで搬送されても、排除口59aに
落下しないように、排除口59aの両側に最小径硬貨が乗り得る乗り代が残されている。
【００３５】
　分類通路23は、識別通路22の曲折通路部56から機体奥行き方向へ向けて収納投出部27の
機体幅方向の中央域を通るように配設されており、複数の各収納投出部27の上方位置に対
応した複数の分類位置に硬貨を金種別に分類して各収納投出部27に収納させる複数の分類
ゲート部61が配設されている。各分類ゲート部61には、通路面部51に硬貨が落下する分類
孔62が形成され、この分類孔62に分類ゲート63が硬貨搬送方向下流側を支点として開閉可
能に配設され、この分類ゲート63が図示しないソレノイドやモータなどの電気的駆動手段
によって開閉される。
【００３６】
　分類通路23の始端側には、搬送手段25によって搬送されてくる硬貨を光学的に検知する
検知手段64が配設されている。
【００３７】
　また、搬送手段25は、鉛直方向の軸71aで水平方向に回転可能に軸支された複数の回転
体としてのプーリ71によって、識別通路22および分類通路23の幅方向中央域に沿って移動
しながら回動するように搬送体としての搬送ベルト72が張設されている。搬送ベルト72は
、例えば内周に複数の歯を有するタイミングベルトが用いられ、この場合、プーリ71にも
、周面に複数の歯を有するタイミングプーリが用いられる。複数のプーリ71で支持された
搬送ベルト72と通路面部51との間隔は、処理する硬貨のうちの最大厚み硬貨の厚みよりも
広い寸法に保たれている。
【００３８】
　搬送ベルト72には、下方へ向かって突出して通路内の硬貨を１枚ずつ押動搬送する突起
部73が、硬貨を搬送方向に硬貨を１枚ずつ分離して搬送可能とする所定の間隔毎に設けら
れている。突起部73と通路面部51との間隔は、処理する最小厚み硬貨の厚みよりも小さい
寸法に保たれている。
【００３９】
　また、受渡手段26は、図１ないし図３に示すように、繰出機構21から繰り出された硬貨
を識別通路22に受け入れる識別通路22の始端部で、繰出ベルト32上から識別通路22へ硬貨
を案内するガイド部43に対して通路幅方向の反対側の位置に、鉛直方向の軸81aで水平方
向に回転可能に軸支された円形状のカム81を有している。カム81は、電気的駆動手段とし
てのモータＭ（図８参照）によって硬貨の受渡し方向（図中時計回り方向）に回転駆動さ



(7) JP 5101832 B2 2012.12.19

10

20

30

40

50

れる。
【００４０】
　カム81の下面には、周縁部の円周上の対称位置に一対の突出部82が下方へ向けて突出形
成され、これら突出部82間に溝部83が形成されている。突出部82と通路面部51との間隔は
硬貨が進入し得ない寸法に形成され、溝部83と通路面部51との間隔および一対の突出部82
間の溝部83の幅はそれぞれ硬貨１枚が進入し得る寸法に形成されている。
【００４１】
　各突出部82の回転方向に対向する縁部は、繰出機構21から繰り出されて溝部83内に進入
した硬貨の周縁を押してその硬貨を搬送ベルト72の突起部73に受け渡す押出部84として構
成され、また、各突出部82の回転方向に対して反対方向に対向する縁部、および各突出部
82の外周面は、受け渡す硬貨に対して後続の硬貨を次の受け渡しタイミングまで分離して
留めておく抑止部85として構成されている。
【００４２】
　繰出機構21の繰出ベルト32の側部位置には、繰出機構21から識別通路22に繰り出された
硬貨を光学的に検知する検知手段86が配設されている。
【００４３】
　そして、図１(a)に示すように、カム81は、繰出機構21から識別通路22に繰り出された
硬貨が一方の溝部83に進入して一方の抑止部85に当接して停止する位置を定位置とし、搬
送ベルト72の突起部73の位置に応じてその突起部73に硬貨を受け渡すことができるタイミ
ングで１８０°回動し、繰出機構21から識別通路22に繰り出されてくる後続の硬貨が他方
の溝部83に進入して他方の抑止部85に当接して停止する位置、つまり次の定位置で停止し
、次の受け渡し動作に待機するように制御される。
【００４４】
　また、各収納投出部27は、図５に示すように、分類通路23で分類されて落下する硬貨を
非整列状態で収納する収納部91を有し、この収納部91の底部を構成する投出ベルト92が機
体幅方向に沿って配設されている。
【００４５】
　投出ベルト92は、無端状の平ベルトで、水平方向の軸で軸支された両端のローラ93，94
を含む複数のローラによって投出方向上流側である右側から下流側である左側に向かうに
従って上昇傾斜するように懸架されている。
【００４６】
　投出ベルト92の投出方向の端部側の上方域に、硬貨が１枚のみ通過し得る間隔を形成し
て逆転ローラ95が対設されている。この逆転ローラ95は、投出ベルト92の投出方向に対し
て逆方向に回転し、投出ベルト92上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて投出する
。
【００４７】
　投出ベルト92の逆転ローラ95より投出方向の端部側には、投出ベルト92の端部から投出
される硬貨を検知する検知手段96、および必要枚数分の硬貨を投出した時点で後続の硬貨
の投出を強制的に停止させるストッパ97が配設されている。
【００４８】
　また、出金搬送部28は、図２および図６に示すように、全ての収納投出部27の硬貨投出
方向の側部に前後方向に沿って張設された出金搬送ベルト101を有し、各収納投出部27か
ら投出される硬貨を出金搬送ベルト101上に載せて前方へ搬送して放出トレイ19に放出す
る。
【００４９】
　また、図８に受渡手段の制御に関するブロック図を示す。制御部111は、搬送ベルト72
の突起部73の位置に関する情報と、検知手段86により繰出機構21から硬貨が繰り出された
ことを検知する情報とに基づき、モータＭを作動させて受渡手段26のカム81を回転させ、
搬送ベルト72の突起部73に対して硬貨を１枚ずつ受け渡させる機能を有している。
【００５０】
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　次に、本実施の形態の硬貨入出金機の作用を説明する。
【００５１】
　まず、入金処理について説明する。
【００５２】
　硬貨を硬貨投入口14から繰出機構21の受収部31に投入する。この受収部31の図示しない
センサで繰出ベルト32上の硬貨を検知することにより、繰出ベルト32が回転するとともに
分離ローラ40が逆方向に回転し、繰出ベルト32上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列さ
せて繰り出す。
【００５３】
　図３(a)(d)に示すように、分離ローラ40の下側を通過して１層１列に整列された硬貨は
、規制部材41の下側に進入し、繰出ベルト32の屈曲部36を支持するローラ35を付勢に抗し
て押し下げながら繰出方向下流側に移動する。さらに、この硬貨は、規制部材42の下側に
進入し、周縁部がガイド部43に当接して識別通路22の始端部へ向けて移動する。
【００５４】
　このとき、図３(c)に示すように、繰出ベルト32の屈曲部36の上方域に規制部材41が無
い場合、屈曲部36の繰出方向下流側の水平面上に載る硬貨の後部側が、屈曲部36の繰出方
向上流側の傾斜面に対して浮き上がり、その浮き上がった硬貨に後続の硬貨が進入して硬
貨同士が重なるおそれがある。
【００５５】
　それに対して、図３(a)(d)に示すように、繰出ベルト32の屈曲部36の上方域に規制部材
41があり、繰出ベルト32の屈曲部36の部分をローラ35で下方から支持するとともにこのロ
ーラ35で繰出ベルト32の屈曲部36を規制部材41で規制されながら搬送される硬貨により繰
出ベルト32を下方へ退避可能に支持して１枚の硬貨の通過を許容するため、繰出ベルト32
の屈曲部36における硬貨同士の重なりを防止でき、搬送不良を低減できる。
【００５６】
　可動支持部材として、繰出ベルト32の搬送方向に回転可能なローラ35を用いることによ
り、繰出ベルト32とローラ35との接触による摩擦が少なく、繰出ベルト32の回動を円滑に
できる。
【００５７】
　さらに、識別通路22の始端部に位置する受渡手段26のカム81で、繰出ベルト32が作動中
でも硬貨の搬送を強制的に停止するが、繰出ベルト32の屈曲部36の上方域からカム81の近
傍領域まで規制部材41，42を設けることにより、圧力によって硬貨が上方へ移動するのを
規制し、硬貨同士の重なりを防止できる。
【００５８】
　また、図１(a)に示すように、識別通路22の始端部に位置する受渡手段26のカム81が定
位置に位置する場合、ガイド部43に当接して繰出機構21から識別通路22の始端部へ向けて
移動する硬貨が一方の溝部83に進入して一方の突出部82の抑止部85に当接して停止する。
このとき、繰出ベルト32の回転は継続されている。また、図３(a)に示すように、ガイド
突部44によってガイド部43に当接する硬貨を後続の硬貨よりも識別通路22の始端側へ向け
て移動させるので、硬貨をカム81の溝部83に確実に送り込むことができる。
【００５９】
　繰出機構21から識別通路22に繰り出された硬貨を検知手段86で検知することにより、搬
送ベルト72の突起部73の位置に応じてその突起部73に硬貨を受け渡すことができる所定の
タイミングでカム81が受渡方向に回動する。
【００６０】
　図１(b)に示すように、カム81が回動し始めると、他方の突出部82が先の受け渡す硬貨
と後続の硬貨との間に進入し、他方の突出部82の外周面である抑止部85で後続の硬貨の進
行を停止させる。
【００６１】
　図１(c)に示すように、他方の突出部82の押出部84で先の受け渡す硬貨を、搬送ベルト7
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2の突起部73に受け渡し可能とする識別通路22内の位置まで押し出す。
【００６２】
　図１(d)に示すように、カム81が１８０°回動して次の定位置に復帰したら停止する。
【００６３】
　図１(e)に示すように、搬送ベルト72の突起部73で識別通路22内の硬貨を押動搬送する
。また、後続の硬貨が他方の溝部83に進入し、その硬貨を検知手段86で検知することによ
り、搬送ベルト72の次の突起部73の位置に応じてその突起部73に硬貨を受け渡すことがで
きる所定のタイミングでカム81が受渡方向に回動する。
【００６４】
　このように、カム81の押出部84で繰出機構21から繰り出された硬貨の周縁を押してその
硬貨を搬送ベルト72の突起部73に受け渡し、カム81の抑止部85で繰出機構21から繰り出さ
れてくる後続の硬貨を次の受け渡し動作まで分離して留めておくため、搬送ベルト72の突
起部73に硬貨を１枚ずつ確実に受け渡すことができる。そのため、硬貨投入口14から投入
させて繰出機構21によって硬貨と一緒に繰り出されてくるゴミ、異物等が硬貨通路24に混
入するのを防止し、さらに、万が一、ゴミ、異物などが硬貨通路に繰り出されたとしても
、それらのゴミ、異物を落下排除するための排除口59aを備えることで、搬送方向下流側
へのゴミ、異物などの混入を防止でき、搬送不良を低減できるうえに、カム81を用いるこ
とで繰出機構21や硬貨通路24の構造にかかわらず繰出機構21から繰り出された硬貨を搬送
ベルト72の突起部73に１枚ずつ確実に受け渡すことができ、繰出機構21や硬貨通路24をコ
ンパクトな構成とし、硬貨繰出装置をコンパクト化することができる。
【００６５】
　円周上に少なくとも一対の押出部84と抑止部85とが配設されている円形状のカム81を回
転駆動して硬貨の受け渡しをするため、硬貨の受け渡し動作を円滑かつ確実にできる。
【００６６】
　また、識別通路22内を搬送ベルト72の突起部73で押動搬送する硬貨を、硬貨識別部57で
金種を識別する。
【００６７】
　識別の結果、識別不能などのリジェクト硬貨と識別されたリジェクト硬貨は、リジェク
トゲート部58で分岐し、リジェクトボックス16に収容する。リジェクトボックス16を機体
11から引き出すことで、リジェクト硬貨を回収できる。
【００６８】
　このとき、繰出機構21の硬貨繰出方向に対して逆方向に向かってから機体11の右側面近
傍位置で硬貨搬送方向の向きを変更して分類通路23に接続される第２の折返し通路部55に
リジェクトゲート部58を配設しており、機体11の右側面近傍位置に配置されるリジェクト
ボックス16にリジェクト硬貨を容易に収容でき、リジェクト硬貨を機体前面側から取り出
し易くできる。
【００６９】
　また、識別の結果、適正な硬貨と識別された硬貨は、リジェクトゲート部58を通過し、
検知手段64で検知した後に、分類通路23内を搬送する。分類通路23では、硬貨識別部57お
よび検知手段64での各検知と搬送ベルト72による硬貨の搬送距離とに応じて硬貨の搬送位
置を把握できるため、硬貨を該当する金種の分類ゲート63で分類する。
【００７０】
　このとき、分類通路23では、識別通路22での金種識別の結果に基づき、電気的駆動手段
で駆動可能な分類ゲート63が開閉し、この分類ゲート63が開くことで硬貨を分類孔62に分
類するため、硬貨を確実に分類できる。
【００７１】
　分類通路23は機体奥行き方向へ向かって収納投出部27の幅方向の中央域を通るように配
設しているため、分類通路23で分類した硬貨は、収納投出部27の機体幅方向の中央域に落
下し、収納投出部27の全域に分散させ易い。
【００７２】
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　次に、出金処理について説明する。
【００７３】
　例えばＰＯＳレジスタからの出金指令の信号により、投出ベルト92が回転するとともに
逆転ローラ95が逆回転し、投出ベルト92上の非整列状態の硬貨を１層１列に整列させて投
出方向へ向けて送り出す。
【００７４】
　出金該当金種の収納投出部27ではストッパ97を開き、硬貨を投出ベルト92の端部から出
金搬送部28に投出する。投出した硬貨は検知手段96で検知してカウントする。
【００７５】
　非出金該当金種の収納投出部27、および必要枚数を投出し終えた出金該当金種の収納投
出部27では、ストッパ97を閉じ、硬貨の投出を規制する。
【００７６】
　出金搬送部28に投出された硬貨を前方へ搬送し、放出トレイ19に放出する。
【００７７】
　また、出金搬送部28の動作開始は、収納投出部27からの投出動作開始と同時、または収
納投出部27からの投出動作完了後のどちらとしても良い。
【００７８】
　収納投出部27からの投出動作開始と同時にした場合は、出金処理時間が短縮できるとと
もに、機体前面側に設定された金種から順次放出トレイ19に搬送されるので、出金した金
種の目視確認が容易になり、より確実な取引が可能となる。
【００７９】
　一方、出金搬送部28の動作開始を収納投出部27からの投出動作完了後とした場合は、出
金すべき硬貨全てが出金搬送部28上に投出完了するまでは、放出トレイ19に搬送されない
ため、仮に、何らかの理由で投出が遅れた硬貨があったとしても、先に一部だけが放出ト
レイ19に搬送され、残りが搬送されるまでに時間が空くことに起因する硬貨の取り忘れと
いったこともなく、現金事故の防止が図れる。
【００８０】
　なお、回収処理の場合は、出金搬送部28の駆動開始を収納投出部27からの投出動作開始
と同時にするのが望ましい。これは出金処理に比べ回収処理は大量の硬貨を投出するので
、処理時間を短縮できるためである。
【００８１】
　また、回収処理中に放出トレイ19のフル検知センサ20により、放出トレイ19のフルを検
知した場合は、一旦、収納投出部27からの投出動作を停止し、出金搬送部28上に投出した
硬貨を放出トレイ19に搬送後、搬送動作を停止する。その後、使用者に投出硬貨を受け取
ってもらい、フル検知センサ20のフルが解消されると、自動的に投出動作を再開する。こ
れにより、放出トレイ19が満杯となることで発生する、硬貨こぼれなどによる現金事故を
未然に防止できるとともに、自動的に投出動作を再開することで、使用者にかかる負担を
軽減させることが可能となる。
【００８２】
　このように構成された硬貨入出金機では、鉛直方向の軸71aで軸支された回転可能な複
数のプーリ71によって識別通路22上および分類通路23上に無端状の搬送ベルト72を張設す
ることにより、搬送ベルト72の配設に必要な通路の上方空間を小さくできる。そのため、
機体11の高さ方向のコンパクト化を図ったり、そのコンパクト化できる分の空間を収納投
出部27に割り当てることで硬貨収納量を増大できる。
【００８３】
　さらに、機体前面に沿った機体幅方向に繰出機構21および識別通路22を配設することに
より、これら繰出機構21および識別通路22の機体奥行き方向の寸法を小さくして奥行き空
間を確保でき、そのうえで、機体奥行き方向に分類通路23を配設するとともに複数の収納
投出部27を配設することにより、確保した奥行き空間を利用して各収納投出部27の奥行き
方向の幅を大きくすることが可能となって硬貨収納量を増大でき、したがって、硬貨通路
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24を略Ｔ字形に形成することにより、機体寸法を大きくすることなく、硬貨収納量を増大
できる。
【００８４】
　しかも、分類通路23を機体奥行き方向へ向かって収納投出部27の幅方向の中央域を通る
ように配設したため、分類通路23で分類した硬貨を収納投出部27の幅方向の中央域に落下
させて収納投出部27の全域に分散させ易くすることができ、機体寸法を大きくすることな
く、硬貨収納量を増大できる。
【００８５】
　また、繰出機構21が繰出ベルト32と分離ローラ40とを用いた構成であるため、回転円板
を用いる場合に比べて、繰出機構21をコンパクト化できる。
【００８６】
　なお、搬送体としては、搬送ベルト72に限らず、例えばワイヤやチェーンなどでもよく
、この場合、回転体としては、プーリ71に限らず、ローラやスプロケットなどを用いるこ
とができる。
【００８７】
　また、受渡手段は、カム81に限らず、例えば、周面に複数の突起を有するベルトを用い
、繰出機構21から繰り出される硬貨を突起間に１枚ずつ受け入れ、突起によって硬貨を識
別通路22へ押し出したり、後続の硬貨を留めておくことができる。
【００８８】
　また、分類通路23での硬貨分類は、小径硬貨から大径硬貨の順に径寸法に応じて通路面
部51に形成した分類孔で形状分類するようにしてもよい。
【００８９】
　さらに、収納投出部27は、６つに限定するものではない。
【００９０】
　また、硬貨径寸法に応じた分類孔で分穎する形状分類とは異なり、各収納投出部27に分
類収納する金種は任意に設定可能であり、例えばスーパーなどで硬貨レジ釣り銭機として
用いる場合は、出金頻度が高い「１のつく金種」を機体11の前面側から１０円、１円、１
００円の順に、「５のつく金種」を機体11の背面側へ向かって５０円、５円、５００円の
順に設定することで、出金頻度の高い金種の収納投出部27と放出トレイ19までの距離を短
くでき、出金処理時間が短縮できる。
【００９１】
　さらに、出金に使用しない金種や当該収納投出部27が満杯になった金種については、１
つの収納投出部27に複数金種混合で収納することも可能であり、これにより収納投出部27
からの回収動作回数が低減でき、長期間のノンストップ運用が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】本発明の一実施の形態を示す硬貨繰出装置の受渡手段による受渡動作を(a)～(e)
の順に説明する平面図である。
【図２】同上硬貨繰出装置を適用した硬貨入出金機の内部構造を示す平面図である。
【図３】同上硬貨入出金機の繰出機構を示し、(a)は平面図、(b)は正面図、(c)は規制部
材がない場合の硬貨の繰出状態を示す正面図、(d)は規制部材がある場合の硬貨の繰出状
態の正面図である。
【図４】同上硬貨入出金機の可動支持部材の支持構造を示す正面図である。
【図５】同上硬貨入出金機の収納投出部の断面図である。
【図６】同上硬貨入出金機の内部構造を示す側面図である。
【図７】同上硬貨入出金機の斜視図である。
【図８】同上受渡手段の制御に関するブロック図である。
【符号の説明】
【００９３】
　14　　硬貨投入口
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　21　　繰出機構
　24　　硬貨通路
　26　　受渡手段
　31　　受収部
　32　　繰出ベルト
　40　　分離ローラ
　72　　搬送体としての搬送ベルト
　73　　突起部
　81　　カム
　84　　押出部
　85　　抑止部
　86　　検知手段
　111 　制御部
　Ｃ　　硬貨
　Ｍ　　電気的駆動手段としてのモータ

【図１】 【図２】
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